
一

は
じ
め
に

『
看
聞
日
記
』（『
看
聞
御
記
』）
は
、
途
中
欠
け
る
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
応

永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
か
ら
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
に
か
け
て
の
後
崇

光
院
伏
見
宮
貞
成
親
王
に
よ
る
日
記
で
あ
る
。
こ
の
『
看
聞
日
記
』
と
そ
の
筆

者
貞
成
親
王
に
つ
い
て
は
、
横
井
清
氏
・
位
藤

生
氏
な
ど
を
始
め
と
し
て
、

最
近
で
は
森
正
人
氏
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
研
究
成
果
や
伊
藤
慎
吾
氏

の
論
考
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
看
聞
日
記
』
に
は
文
学
・
絵
画
・
芸
能
関
係
の
記
事
が
多
く
、
そ
こ
か
ら

当
時
の
文
化
的
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
平
家
」
を
語
る
琵

琶
法
師
が
宮
家
を
頻
繁
に
訪
れ
た
こ
と
や
、『
太
平
記
』
を
貞
成
親
王
自
身
が

読
み
上
げ
そ
れ
を
皆
が
聴
い
た
こ
と
、
ま
た
『
太
平
記
』
の
書
写
が
行
わ
れ
る

様
子
な
ど
、
軍
記
物
語
の
享
受
に
関
連
す
る
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
三

に
つ
い
て
は
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
と
の
関
係
か
ら
考
察
さ
れ
て
い

る
が
、『
看
聞
日
記
』
は
そ
れ
ら
軍
記
物
語
の
享
受
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な

資
料
で
あ
る
。

こ
の
『
看
聞
日
記
』
に
お
い
て
、『
義
経
記
』
に
関
連
す
る
記
事
も
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。『
義
経
記
』
は
室
町
時
代
前
期
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
『
義
経
記
』
成
立
の
時
期
と
近
い
十
五
世
紀
前
半
の

『
看
聞
日
記
』
に
お
け
る
『
義
経
記
』
に
関
連
す
る
記
事
を
中
心
に
検
討
を
行

い
、
こ
の
時
期
の
「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
の
考
察
か
ら
、『
義
経
記
』
の
本

質
的
な
部
分
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

二
『
九
郎
判
官
物
語
』
に
つ
い
て

一

一
口
物
語
一
帖

一

保
元
物
語
二
帖

（
上
下
）

一

平
治
物
語
二
帖
上

下

椎
野
本

一

平
家
物
語
二
帖

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

｜
『
看
聞
日
記
』
記
事
を
中
心
に
｜
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知

子



一

九
郎
判
官
物
語
一
巻

一

承
久
物
語
一
巻
中

一

太
平
記
三
帖
第
三
第
四

第
五

一

太
平
記
一
巻
第
九
半

書
残
之

一

梅
松
論
一
帖

一

堺
記
一
帖

こ
の
記
事
は
『
看
聞
日
記
』
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
正
月
か
ら
十
二
月

に
か
け
て
の
紙
背
文
書
に
見
ら
れ
る
「
諸
物
語
目
録
」
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の

「
諸
物
語
目
録
」
に
は
「
応
永
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
取
目
録
畢
」
と
い
う

奥
書
が
あ
り
、
そ
の
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
な
じ
く
紙
背
文
書
に
は
即

成
院
や
法
安
寺
、
大
光
明
寺
と
い
っ
た
伏
見
宮
家
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
寺
院

へ
書
籍
を
預
け
置
い
た
目
録
も
あ
り
、
伏
見
宮
家
伝
来
の
書
籍
が
火
災
や
盗
難

を
避
け
る
た
め
に
預
け
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
目
録
も
預
け
先
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
中
に
「
九
郎
判
官
物
語

一
巻
」
と
い
う
書
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
詳
か
で
は
な
い
が
、
岡
見
正
雄
氏
・
天
野
文
雄
氏

な
ど
の
指
摘
の
よ
う
に
、「
一
巻
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
そ
う
大
部
の
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
も
の
は
八
巻
立
て
で
、
こ
の
「
一
巻
」
で
一
つ

の
ま
と
ま
り
を
も
つ
も
の
か
、
ま
た
そ
れ
以
上
の
巻
立
て
の
一
部
か
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
「
九
郎
判
官
」
と
い
う
以
上
義
経
を
主
題
と
し
た
も
の
と
思
わ

れ
、
独
立
し
た
形
の
も
の
の
最
初
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
判
官
物
語
」

と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
後
期
を
遡
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、

現
存
す
る
写
本
が
「
判
官
物
語
」・「
義
経
物
語
」
と
い
っ
た
書
名
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
『
義
経
記
』
の
初
期
段
階

を
示
し
、
さ
ら
に
は
「
判
官
物
語
」
か
ら
の
出
発
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
配
列
を
見
て
み
る
と
、「
保
元
物
語
」「
平
治
物
語
」「
平
家
物

語
」
に
続
い
て
「
九
郎
判
官
物
語
」、
さ
ら
に
「
承
久
物
語
」「
太
平
記
」「
梅

松
論
」「
堺
記
」
と
い
う
よ
う
に
、「
保
元
物
語
」
か
ら
始
ま
る
一
連
の
軍
記
物

語
を
中
心
と
し
た
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
こ
の
時
期
に
、
義
経
を
扱
う
『
平
治
物
語
』・『
平
家
物
語
』
な
ど
と
は
別
に

ま
た
並
べ
置
く
こ
と
の
で
き
る
、
義
経
の
事
績
を
ま
と
め
て
「
九
郎
判
官
物

語
」
と
し
た
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
背
景
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
義
経
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
彼
に
影
の
よ
う
に
付
き
従
っ
た
弁
慶

の
場
合
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
裏
物
語
御
用
之
由
被
仰
下
之
間
。
史
漢
物
語
六
巻
。
武
蔵
坊
弁
慶
物
語

二
巻
献
之
。

こ
の
『
看
聞
日
記
』
永
享
六
年
（
一
四
三
三
）
十
一
月
六
日
条
で
は
、
後
花
園

天
皇
の
所
望
に
よ
り
「
武
蔵
坊
弁
慶
物
語

二
巻
」
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
記

し
て
あ
る
。
こ
の
「
武
蔵
坊
弁
慶
物
語
」
に
つ
い
て
は
、
穂
久
邇
文
庫
蔵
の

「
武
蔵
坊
弁
慶
物
語
」
が
近
い
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、『
義
経
記
』
後
半
部
で
義
経
を
凌
ぎ
物
語
の
中
心
と
も
な
る
弁
慶
に
つ
い

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
四



て
、
独
立
し
て
一
つ
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
平
治
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
と
い
っ
た
大
き
な
世
界
か

ら
飛
び
出
し
て
、
義
経
や
弁
慶
と
い
う
よ
う
に
個
人
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が

一
つ
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
源
平
合
戦
の
英
雄
義
経
と
彼
を

め
ぐ
る
人
々
が
独
立
し
て
物
語
化
さ
れ
て
い
く
過
程
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、『
看
聞
日
記
』
に
「
九
郎
判
官
物
語
」
の
書
名
が
記
さ
れ
享
受
さ
れ

た
時
代
に
お
い
て
、「
義
経
の
物
語
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、「
九
郎
判
官
義
経
奥
州
泰
衡
等
被
討
伐
絵
」
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
「
九
郎
判
官
義
経
奥
州
泰
衡
等
被
討
伐
絵
」
に
つ
い
て

次
に
、
永
享
十
年
六
月
の
記
事
を
検
討
し
て
み
た
い
。

地
蔵
御
絵
返
献
。
又
十
二
神
絵
畜
類
歌
合

被
下
。
電
覧
則
返
進
。
又
九
郎
判
官
奥
州

泰
衡
等
被
討
伐
絵
十
巻
給
。
室
町
殿
被
進
絵
也
。
殊
更
殊
勝
握
翫
無
極
。

詞
参
議
拾
遺
行
忠
卿
。
絵
所
従
四
位
藤
原
朝
臣
行
光
筆
也
。
男
共
祗
候
覧

之
。
行
豊
朝
臣
読
詞
。

（
永
享
十
年
〈
一
四
三
八

六
月
八
日
条
）

絵
覧
之
慰
徒
然
。
絵
銘
泰
衡
征
伐
絵
也
。
大
事
之
御
絵
之
間
怱
返
進
。

（
永
享
十
年
六
月
九
日
条
）

永
享
十
年
六
月
八
日
条
で
は
、
前
日
に
後
花
園
天
皇
か
ら
下
さ
れ
た
「
地
蔵
験

記
絵
」
を
返
献
し
、「
十
二
神
絵
」
を
下
賜
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
ま
た
返

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
五

上
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
ま
た
「
九
郎
判
官
義
経
奥
州
泰
衡
等
被
討
伐
絵
十

巻
」
を
賜
っ
た
。
そ
の
絵
は
室
町
殿
足
利
義
教
が
献
上
し
た
絵
で
、
非
常
に
す

ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
詞
書
は
参
議
拾
遺
（
侍
従
）
藤
原
（
世
尊
寺
）
行

忠
。
彼
は
書
の
家
、
世
尊
寺
家
の
人
で
あ
る
。
絵
は
絵
所
の
藤
原
（
土
佐
）
行

光
。
つ
ま
り
土
佐
派
の
祖
と
さ
れ
る
土
佐
行
光
の
手
に
な
る
も
の
。
貞
成
親
王

の
側
近
た
ち
が
こ
れ
を
一
緒
に
見
て
、
側
近
の
世
尊
寺
行
豊
が
詞
書
を
読
み
上

げ
た
。
翌
九
日
も
ま
た
、
そ
の
絵
を
見
て
徒
然
を
慰
め
た
。
絵
の
銘
は
「
泰
衡

征
伐
絵
」
と
も
あ
り
、
貴
重
な
絵
で
あ
る
の
で
急
ぎ
返
上
し
た
こ
と
な
ど
が
わ

か
る
。

こ
の
「
九
郎
判
官
義
経
奥
州
泰
衡
等
被
討
伐
絵
十
巻
」（
以
下
「
被
討
伐

絵
」）、
同
じ
く
「
泰
衡
征
伐
絵
」
に
つ
い
て
は
、
侍
読
と
し
て
貞
成
親
王
の
次

男
貞
常
親
王
の
そ
ば
近
く
仕
え
て
い
た
中
原
康
富
に
よ
る
『
康
富
記
』
嘉
吉
二

年
（
一
四
四
二
）
十
二
月
三
日
条
に
も
登
場
す
る
。
そ
れ
に
は
、

参
伏
見
殿
御
読
、
欲
退
出
時
分
、
文
治
頼
朝
幕
下
被
責
奥
州
泰
衡
御
絵
十

巻
有
之
、
被
召
出
、
自
一
至
五
拝
見
之
、
読
申
詞
了
、
及
昏
黒
之
間
退

出
、
・残

カ

五
巻
不
拝
見
無
念
、
鎌
倉
方
河
村
千
鶴
丸
十
三
歳
、
為
先
懸
七
人

之
内
、
潜
通
畠
山
之
陣
前
之
由
見
了
、
泰
衡
方
云
々
別
当
子
十
三
歳
、
討

死
之
由
見
了
、
殊
勝
之
御
絵
也

と
あ
り
、
康
富
が
参
上
し
て
い
た
伏
見
殿
か
ら
退
出
し
よ
う
と
す
る
頃
召
出
さ

れ
、「
文
治
頼
朝
幕
下
被
責
奥
州
泰
衡
御
絵
十
巻
」
の
一
巻
か
ら
五
巻
ま
で
拝



見
し
詞
書
を
読
み
申
し
上
げ
た
こ
と
、
夜
が
更
け
て
き
た
の
で
残
り
の
五
巻
は

見
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
最
後
に
見
た
五
巻
の
終
わ

り
の
部
分
で
あ
ろ
う
か
、
畠
山
の
陣
前
を
潜
か
に
通
り
抜
け
駆
け
を
し
た
七
人

の
内
の
一
人
で
十
三
歳
の
河
村
千
鶴
丸
、
そ
し
て
そ
れ
と
対
照
的
に
討
死
し
て

し
ま
っ
た
泰
衡
方
十
三
歳
の
別
当
子
の
部
分
を
見
、
見
事
な
絵
で
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。

こ
の
「
文
治
頼
朝
幕
下
被
責
奥
州
泰
衡
御
絵
十
巻
」
は
『
看
聞
日
記
』
の

「
被
討
伐
絵
」
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
康
富
記
』
の

記
述
か
ら
後
半
の
泰
衡
討
伐
の
部
分
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

河
村
千
鶴
丸
等
の
抜
け
駆
け
と
別
当
子
討
死
の
話
は
、
奥
州
合
戦
で
の
激
戦
、

阿
津
賀
志
山
の
戦
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
（
一
一
八

九
）
八
月
九
日
・
十
日
条
を
見
て
み
る
と
、

九
日
丙
申
。
入
レ

夜
。
明
旦
越
二

阿
津
賀
志
山
一

。
可
レ

遂
二

合
戦
一

之
由
被
レ

定
レ

之
。
爰
三
浦
平
六
義
村
。
葛
西
三
郎
清
重
。
工
藤
小
次
郎
行
光
。
同

三
郎
祐
光
。
狩
野
五
郎
親
光
。
藤
澤
次
郎
清
近
。
河
村
千
鶴
丸
。
年
十
三
才
。
以

上
七
騎
。
潜
馳
二

過
畠
山
次
郎
之
陣
一

。
越
二

此
山
一

。
欲
レ

進
二

前
登
一

。
是

天
曙
之
後
。

ま
た
、（

十
日
）
其
中
金
剛
別
当
子
息
下
須
房
太
郎
秀
方
。
年
十
三
。

残
留
防
戦
。
駕
二

黒
駮
馬
一

。
敵
向
レ

髦
陣
。
其
気
色
掲
焉
也
。
工
藤
小
次
郎
行
光
欲
二

馳

並
一

之
剋
。
行
光
郎
従
藤
五
男
。
相
隔
而
取
二

合
于
秀
方
一

。
此
間
見
二

顔

色
一

。
幼
稚
者
也
。
雖
レ

問
二

姓
名
一

。
敢
不
レ

発
レ

詞
。
然
而
一
人
留
之
条
。

称
レ

有
二

子
細
一

。
誅
レ

之
畢
。
強
力
之
甚
不
レ

似
二

若
少
一

。
相
争
之
処
。
対

揚
良
久
云
々
。

と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
両
陣
営
十
三
歳
の
少
年
の
活
躍
が
場
面
の
中
心
に
描
か

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
北
朝
の
近
衛
道
嗣
に
よ
る
『
愚
管
記
』（『
後

深
心
院
関
白
記
』）
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
五
月
十
五
日
条
で
、

自
武
家
密
々
送
給
後
素
一
合
可
見
之
由
命
之
、
鎌
倉
右
幕
下
征
伐
泰
衡
之

絵
也
、
此
絵
最
初
、
詞
可
草
給
之
由
先
年
以
故
賢
俊
僧
正
被
示
之
間
、
任

筆
書
遣
了
、
仍
出
来
之
最
前
被
見
之
由
被
命
之
、
殊
有
其
興
、
追
可
返
進

之
由
返
答
畢

と
あ
り
、
幕
府
か
ら
密
か
に
「
鎌
倉
右
幕
下
征
伐
泰
衡
之
絵
」
が
届
け
ら
れ
、

道
嗣
は
そ
れ
を
見
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
。
鎌
倉
幕
府
源
頼
朝
に
よ
る
奥
州
泰

衡
征
伐
を
題
材
と
し
た
絵
で
あ
っ
た
。
こ
の
絵
は
最
初
、
足
利
尊
氏
等
を
政
治

的
に
支
え
た
醍
醐
三
宝
院
の
故
賢
俊
僧
正
を
通
じ
、
道
嗣
が
詞
書
の
起
草
を
依

頼
さ
れ
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
出
来
上
が
り
を
先
ず
見
せ
ら
れ
、
す
ば
ら
し

い
も
の
で
あ
っ
た
が
追
っ
て
そ
れ
を
返
す
こ
と
を
返
答
し
た
と
あ
る
。

こ
れ
ら
『
看
聞
日
記
』・『
康
富
記
』・『
愚
管
記
』
で
の
絵
に
つ
い
て
、
岡
見

氏
は
お
そ
ら
く
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
従
い

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
六



た
い
。
頼
朝
に
よ
る
義
経
も
含
め
た
泰
衡
討
伐
の
奥
州
合
戦
が
題
材
と
し
た
十

巻
の
絵
巻
が
、
足
利
氏
の
も
と
で
制
作
さ
れ
、
室
町
殿
と
貞
成
親
王
・
後
花
園

天
皇
の
周
辺
を
行
き
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
制
作
時
を
延
文
四
年
前

後
と
す
る
『
愚
管
記
』
の
記
事
と
『
看
聞
日
記
』
記
事
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

『
看
聞
日
記
』
永
享
十
年
六
月
八
日
条
の
「
被
討
伐
絵
」
の
詞
書
を
清
書
し
た

世
尊
寺
行
光
が
参
議
侍
従
で
あ
っ
た
の
は
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
貞
治
五

年
（
一
三
六
六
）
十
二
月
か
ら
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
十
二
月
ま
で
の
こ
と

で
、
ま
た
経
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
土
佐
派
の
祖
と
さ
れ
る
、
絵
を
担
当
し

た
土
佐
行
光
の
活
躍
し
た
時
期
は
後
光
厳
天
皇
の
時
代
（
文
和
元
年
〈
一
三
五

二

応
安
四
年
）
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
と
あ
わ
せ
て
み
て
も
、
だ
い
た
い
こ

の
時
期
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
看
聞
日
記
』
前
日
の
永
享
十
年

六
月
七
日
条
に
、

抑
内
裏
よ
り
地
蔵
験
記
絵
一
合
六
巻
。
給
。
室
町
殿
御
絵
云
々
。
此
間
御
不

予
本
復
御
養
生
之
間
。
御
つ
れ

な
く
さ
め
ニ
絵
有
御
尋
。
是
へ
も
奉
。

雖
相
尋
未
出
来
。
室
町
殿
へ
被
申
間
被
進
云
々
。
此
絵
奥
書
云
。

外
題
参
議
正
二
位
行
侍
従
藤
原
朝
臣
行
忠
卿

清
書
散
位
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
業
清

絵
々
所
散
位
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
行
光

但
大
進
法
眼
善
祐
書
之
云
々

貞
治
丁未
孟
秋
上
澣

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
七

権
中
納
言
藤
原
朝
臣
為
秀

殊
勝
絵
也
。
地
蔵
験
記
流
普
絵
ニ
ハ
聊
替
所
あ
り
。
同
事
も
あ
り
。

と
あ
り
、
そ
の
「
地
蔵
験
記
絵
」
の
制
作
メ
ン
バ
ー
に
八
日
の
「
被
討
伐
絵
」

の
記
事
に
見
え
る
世
尊
寺
行
忠
や
土
佐
行
光
の
名
が
あ
る
。
こ
の
記
事
に
従
え

ば
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
に
「
被
討
伐
絵
」
と
同
じ
よ
う
な
制
作
環
境
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
「
被
討
伐
絵
」
に
つ
い
て
、
岡
見
氏
は
何
か
義
経
の
最
期
を
主
題
と
し

た
絵
巻
を
想
定
さ
れ
、
近
代
に
入
っ
て
完
成
さ
れ
た
日
本
画
の
目
録
『
考
古
画

譜
』
に
、

高
館
合
戦
絵
詞

一
巻

画
、
越
前
守
行
光
、
詞
、
世
尊
寺
三
位
行
忠
卿
、

〔
補
〕
真
頼
曰
、
高
館
合
戦
絵
模
本
一
巻
、
博
物
館
に
あ
り
、
巻
尾
云
、

筆
者
越
前
守
藤
原
行
光
、
詞
三
品
行
忠
卿
、
右
者
島
津
家
に
有
レ

之
、
と

見
え
た
り
、

と
あ
る
の
を
受
け
て
、
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
「
高
館
合
戦
絵
巻
」
が
こ
の

一
部
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
美
術
史
の
方
か
ら
は
谷
信
一
氏
が
、
こ
の
「
高
館
合
戦
絵
巻
」
と
行

光
の
関
係
に
つ
い
て
消
極
的
な
意
見
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
近
年
高
岸
輝

氏
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
高
岸
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵

巻
の
成
立
状
況
に
つ
い
て
、
先
の
『
康
富
記
』
そ
し
て
『
愚
管
記
』
を
も
と
に
、



一
三
五
〇
年
代
ま
だ
不
安
定
な
室
町
幕
府
の
も
と
、
三
宝
院
賢
俊
の
企
画
に
よ

っ
て
足
利
氏
が
そ
の
政
治
的
意
図
に
お
い
て
、
つ
ま
り
頼
朝
の
奥
州
征
伐
を
源

氏
政
権
の
象
徴
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
自
ら
の
権
威
の
象
徴
と
し
て
取
り
込
ん
だ

足
利
氏
が
こ
の
絵
巻
を
制
作
し
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
醍
醐
寺
を
中
心
と
し
た

賢
俊
と
行
光
の
関
係
も
含
め
、
こ
の
行
光
の
「
泰
衡
討
伐
絵
」
が
室
町
時
代
土

佐
派
の
出
発
点
と
し
て
の
作
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
泰
衡
征
伐
絵
」
全
十
巻
の
前
半
部
分
に
義
経
の
「
奥
州
落
」
や
義
経
が

泰
衡
に
討
た
れ
た
「
高
舘
合
戦
」
の
場
面
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。

と
、「
被
討
伐
絵
」
に
つ
い
て
、
や
は
り
義
経
の
北
国
落
か
ら
高
館
で
の
最
期

を
先
に
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

義
経
の
北
国
落
譚
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
義
経
の

衣
川
で
の
最
期
を
語
る
部
分
が
先
に
あ
り
、
続
い
て
頼
朝
の
奥
州
泰
衡
の
討
伐

を
描
く
絵
巻
で
あ
っ
た
。
し
か
も
絵
の
名
に
あ
る
よ
う
に
、
義
経
の
最
期
を
語

る
部
分
は
強
い
印
象
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
「
被
討
伐
絵
」
の
享
受

そ
う
い
っ
た
政
治
的
な
意
図
を
持
っ
て
制
作
さ
れ
た
絵
巻
が
、
貞
成
親
王
の

周
辺
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。
木
原
弘
美
氏
は
『
看
聞
日

記
』
記
事
を
中
心
と
し
て
貞
成
親
王
周
辺
の
絵
巻
に
関
す
る
活
動
に
注
目
さ
れ
、

そ
の
行
き
来
が
公
家
社
会
の
交
流
さ
ら
に
は
幕
府
と
の
関
係
を
示
す
も
の
、
つ

ま
り
絵
巻
が
親
王
周
辺
の
文
化
的
・
政
治
的
交
流
の
媒
体
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
田
村
雅
子
氏
は
室
町
幕
府
足
利
義
教
か
ら
秘

蔵
の
絵
画
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
足
利
将
軍
家
が
弱
気
を
見
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
後
花
園
天
皇
と
父
貞
成
親
王

に
と
っ
て
は
慶
び
と
満
足
を
与
え
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
室
町
幕
府

草
創
の
時
期
に
そ
の
基
盤
を
支
え
る
意
図
を
持
っ
て
制
作
さ
れ
た
絵
巻
が
、
今

度
は
朝
廷
と
幕
府
の
間
の
微
妙
な
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
や
り
と
り
さ
れ
て

い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
被
討
伐
絵
」
の
実
際
の
享
受
は
ま
た

異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
の
『
看
聞
日
記
』
永
享
十
年
六
月
八
日
条
で
は
、
す
ば
ら
し
い
で
き
ば
え

の
絵
巻
を
前
に
近
臣
た
ち
を
集
め
て
、
そ
の
う
ち
の
一
人
世
尊
寺
行
豊
に
詞
書

を
読
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
行
豊
は
能
書
家
で
も
あ
る
が
他
に
も
「
平
家
絵
」
を

読
ん
だ
り
し
て
お
り
（
永
享
十
年
六
月
十
三
日
条
）、
読
み
上
げ
る
の
に
適
し

た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
橋
伸
幸
氏
が
『
平
家
物
語
』
の
「
読
み
」

と
い
う
こ
と
を
絵
の
詞
を
読
む
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
櫻
井
陽
子
氏
が

琵
琶
法
師
の
語
り
を
追
体
験
す
る
一
方
、
絵
巻
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
情
景
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
新
鮮
な
喜
び
を
味
わ
う
と
い
う
、
平
家
物
語
の
享
受
の
方
法

の
一
つ
と
し
て
絵
画
と
い
う
も
の
も
存
在
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
絵
巻

の
絵
を
見
な
が
ら
詞
書
を
「
読
む
」
と
い
う
こ
と
も
軍
記
物
語
の
ひ
と
つ
の
享

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
八



受
形
態
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。『
看
聞
日
記
』
中
に
も

頻
繁
に
見
ら
れ
る
盛
ん
な
琵
琶
法
師
の
活
動
に
触
発
さ
れ
、
そ
れ
と
平
行
す
る

よ
う
に
、
琵
琶
法
師
の
よ
う
な
専
門
家
が
音
曲
と
と
も
に
語
る
の
で
は
な
く
、

貴
族
た
ち
が
絵
巻
の
絵
の
効
果
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
こ
の
「
被

討
伐
絵
」
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
も
注
目
す
べ
き
は
、『
看
聞
日
記
』
翌
九
日
条
で
は
、
貞
成
親
王
は
自

ら
の
「
徒
然
」
を
「
慰
」
め
る
た
め
に
「
被
討
伐
絵
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、

先
に
挙
げ
た
前
日
七
日
条
で
は
病
気
後
の
養
生
を
し
て
い
た
後
花
園
天
皇
か
ら

「
御
つ
れ

な
く
さ
め
ニ
絵
」
の
「
御
尋
」
ね
が
あ
り
、
室
町
殿
が
絵
を
進

上
し
そ
の
後
貞
成
親
王
が
賜
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
花
園
天
皇
側
近
広

橋
綱
光
の
『
綱
光
公
記
』（『
引
接
院
内
府
記
』・『
接
綱
御
記
』）
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
九
月
六
日
条
に
は
、

晴
。
為
番
祗
候
内
裏
。
入
夜
自
室
町
殿
御
絵
三
盒
被
進
。
為
被
御
覧
云
々
。

一
盒
咸
陽
宮
四
幅
月
山
筆
。
十
二
類
絵
三
巻
。
義
経
絵
十
巻
也
。
先
十
二

類
絵
被
御
覧
。
菅
宰
相
読
詞
。
可
謂
希
代
御
絵
也
。
後
咸
陽
宮
御
覧
。
彼

是
重
宝
近
比
見
事
。
殊
更
咸
陽
御
絵
一
段
御
物
也
。
驚
目
斗
也
。
太
平
記

明
徳
記
等
被
御
覧
。
御
不
予
猶
々
次
第
御
成
由
医
師
申
入
間
珍
重
外
無
他

云
々
。（
中
略
）
後
聞
自
室
町
殿
被
進
御
絵
共
自
禁
裏
為
御
慰
被
申
云
々
。

内
々
伝
奏
侍
者
持
参
。
菅
宰
相
申
次
目
六
相
副
也
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
被
討
伐
絵
」
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
「
義
経
絵
十

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

四
九

巻
」
が
、
永
享
十
年
の
時
と
同
じ
く
「
十
二
類
絵
」（「
十
二
神
絵
」）
と
と
も

に
病
床
の
後
花
園
天
皇
を
慰
め
る
た
め
に
室
町
殿
か
ら
献
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
政
治
的
背
景
を
も
っ
て
制
作
さ
れ
、
文
化
的
・
政
治
的
交
流

の
媒
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
絵
巻
の
行
き
来
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
う
い
っ

た
足
か
せ
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、
義
経
の
最
期
か
ら
泰
衡
へ
の
頼
朝
の
奥
州
征

伐
を
描
く
「
被
討
伐
絵
」
は
漫
画
（
絵
巻
）
好
き
で
あ
っ
た
父
子
の
徒
然
を
慰

め
る
べ
く
享
受
さ
れ
た
と
い
え
る
。

こ
の
「
被
討
伐
絵
」
の
描
い
た
で
あ
ろ
う
義
経
最
期
の
場
面
は
、
も
ち
ろ
ん

『
義
経
記
』
巻
八
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
義
経
の
最
期
の
物
語
」
が
、

義
経
を
語
る
中
で
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
「
被
討

伐
絵
」
は
貞
成
親
王
父
子
の
徒
然
を
慰
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま

り
、
義
経
の
最
期
の
場
面
が
、
徒
然
を
慰
め
る
娯
楽
的
要
素
の
あ
る
も
の
と
し

て
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
楽
し
む
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
義
経
主
従
の
壮
烈
な
最
期
に
涙
し

て
感
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
後
の
『
義
経
記
』
の
流
布
に
は
重
要
な
こ
と
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、『
義
経
記
』
受
容
の
本
質
的
な

理
由
の
一
つ
と
し
て
考
慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
泰
衡
滅
亡
の
物
語
は
後
に
『
泰
衡
征
伐
物
語
』
と
し
て
、
さ
ら
に
は

『
奥
州
征
伐
記
』
な
ど
と
し
て
独
立
・
分
化
す
る
よ
う
に
も
な
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
ら
は
近
世
的
展
開
を
遂
げ
た
結
果
、
頼
朝
に
よ
る
奥
州
合
戦
の
意
義
か
ら



は
遠
ざ
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
奥
州
合
戦
を
題
材
と
す
る
も
の

が
、
時
代
を
超
え
て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
。

五

灯
炉
・
風
流
松
拍
の
趣
向

『
看
聞
日
記
』
で
は
ま
た
『
義
経
記
』
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
灯
炉
や

風
流
松
拍
の
趣
向
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

ま
ず
義
経
の
少
年
時
代
を
扱
っ
た
の
が
、
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
年
七
月

十
九
日
条
で
あ
る
。

内
裏
御
灯
炉
二
申
出
拝
見
。
一
ハ
詩
心
。
棲
楼
月
落

花
間
曲
。

一
清
水
風
情
。
牛
若
弁

慶
切
合
風
情
也
。
殊
勝
一
段
驚
目
了
。

こ
れ
は
七
月
の
盂
蘭
盆
の
際
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
灯
炉
に
つ
い
て
で
、
貞
成

親
王
が
内
裏
に
申
し
出
て
そ
の
灯
炉
を
見
た
と
こ
ろ
、
一
つ
は
菅
原
文
時
の
漢

詩
を
趣
向
と
し
た
も
の
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
牛
若
と
弁
慶
の
清
水
で
の
果
た

し
合
い
の
場
面
を
趣
向
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
牛
若
と
弁
慶
の
果
た
し
合
い

の
場
所
を
清
水
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岡
見
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
『
義
経

記
』
と
重
な
り
注
目
さ
れ
る
も
の
で
、『
義
経
記
』
の
清
水
切
り
合
い
型
が
一

部
で
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
他
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
八
月
七
日
条
に
は
、

自
内
裏
ア
ヤ
ツ
リ
灯
炉
一
被
下
。
一
谷
合
戦
鵯
越
馬
追
下
風
情
也
。
殊
勝

ア
ヤ
ツ
リ
言
語
道
断
驚
目
了
。

と
あ
り
、
一
ノ
谷
合
戦
鵯
越
え
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
動
き
の
あ
る
も
の
が

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

時
期
は
少
し
戻
る
が
、
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
正
月
十
一
日
条
の
正

月
の
松
拍
の
風
流
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

入
夜
松
拍
参
。
地
下
殿
原
。
種
々
風
流
九
郎
判
官
奥

州
下
向
之
躰
。

有
其
興
。
酒
肴
賜
之
。

伏
見
御
所
で
は
例
年
正
月
の
松
拍
で
伏
見
庄
内
の
地
下
村
々
や
侍
分
の
地
下
殿

原
に
よ
る
は
や
し
も
の
と
踊
り
そ
し
て
意
匠
を
こ
ら
し
た
作
り
物
や
仮
装
な
ど

風
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。
村
々
の
場
合
は
各
村
民
が
競
い
合
う
形
を
と
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
趣
向
が
登
場
し
た
。
こ
の
記
事
で
は
地
侍
た
ち
が
さ
ら
に
趣
向
を
こ

ら
し
、
義
経
の
奥
州
落
ち
の
場
面
を
仮
装
に
取
り
入
れ
行
列
に
仕
立
て
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
出
来
が
よ
か
っ
た
の
か
酒
肴
も
ふ
る
ま
わ
れ
、
侍
分
の

面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
松
拍
の
余
興
風
流
の
仮
装
行
列
に
は
当
時

の
人
々
の
好
み
や
関
心
を
反
映
し
た
テ
ー
マ
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、
七
月
の

盂
蘭
盆
の
拍
念
仏
で
も
応
永
二
十
六
年
と
二
十
九
年
に
は
畠
山
六
郎
由
井
の
浜

合
戦
が
、
応
永
三
十
年
に
は
浅
井
名
の
門
破
り
な
ど
が
そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
選

ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
の
人
気
の
強
さ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。

義
経
の
奥
州
落
ち
と
い
う
テ
ー
マ
が
何
に
よ
っ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

没
落
後
の
義
経
の
物
語
が
風
流
の
テ
ー
マ
に
な
る
ほ
ど
好
ま
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
趣
向
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
義
経
は
、
源
平
合
戦
の
英
雄
と

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

五
〇



し
て
の
義
経
だ
け
で
は
な
く
、
不
遇
の
少
年
期
と
没
落
の
晩
年
期
と
い
う
失
意

の
時
代
の
義
経
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
義
経
と
彼
を
め
ぐ
る
人
々
が
、
史

実
か
ら
離
れ
て
自
由
に
活
躍
す
る
姿
を
趣
向
と
す
る
の
で
あ
る
。『
義
経
記
』

の
世
界
に
つ
い
て
、
梶
原
正
昭
氏
は
歴
史
的
実
在
性
を
踏
み
越
え
て
自
由
に
虚

構
的
世
界
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
み
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
作
品
の
独
自
性
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
る
が
、『
義
経
記
』
の
描
く
世
界
と
通
じ
合
い
重
な
り
合
う
も
の
が
、

趣
向
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
看
聞
日
記
』
永
享
四
年
三
月
十
四
日
条
で
は
演
じ
ら
れ
た
猿

楽
の
目
録
が
記
さ
れ
、「
九
郎
判
官
東
下
向
」
や
「
し
つ
か

白
拍
子

」
な
ど
の
演
目
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
い
わ
ゆ
る
「
判

官
び
い
き
」
の
感
情
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
い
っ
た
「
判

官
び
い
き
」
の
感
情
に
も
支
持
さ
れ
、『
義
経
記
』
は
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
義
経
記
』
の
本
質
を
考
え
る
と
き
、
や
は
り
岡
見
氏

に
よ
る
「
室
町
ご
こ
ろ
」
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
義

経
記
』
巻
三
の
清
水
で
の
弁
慶
と
御
曹
司
の
戦
い
で
も
、
決
し
て
悲
惨
で
真
剣

な
と
こ
ろ
は
な
く
、「
ほ
が
ら
ほ
が
ら
と
遊
ん
で
い
る
」
う
ち
に
、
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
弁
慶
は
負
け
て
御
曹
司
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
『
義
経

記
』
の
明
る
さ
、
滑
稽
さ
を
「
室
町
ご
こ
ろ
」
と
定
義
す
る
こ
と
で
、『
義
経

記
』
の
特
質
の
一
部
が
規
定
さ
れ
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
の
「
室
町
ご
こ

ろ
」
を
創
出
す
る
の
が
、
活
力
に

れ
た
「
都
市
の
市
民
社
会
」
で
あ
り
、
つ

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

五
一

ま
り
は
「
室
町
時
代
の
あ
る
時
期
の
京
都
中
心
の
庶
民
の
社
会
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

『
看
聞
日
記
』
の
記
事
で
は
、
貞
成
親
王
や
後
花
園
天
皇
、
足
利
幕
府
将
軍

な
ど
高
貴
な
人
々
か
ら
伏
見
庄
の
地
侍
・
村
民
ま
で
、『
義
経
記
』
と
重
な
る

「
義
経
の
物
語
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
・
娯
楽
と
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
近
郊
で
あ
る
伏
見
庄
も
含
め
て
京
都
と
い
う
都
市
社

会
で
、
町
衆
と
呼
ば
れ
る
庶
民
の
活
気
が
み
な
ぎ
る
、
そ
ん
な
「
室
町
ご
こ

ろ
」
の
世
界
の
人
々
で
あ
る
。
都
市
に
生
き
、
ま
た
庶
民
と
の
交
わ
り
の
深
か

っ
た
貞
成
親
王
の
周
辺
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
侍
や
村
民
の
「
義
経

の
物
語
」
の
理
解
で
あ
る
。
先
の
『
義
経
記
』
巻
三
の
清
水
に
つ
い
て
、
当
時

の
庶
民
に
と
っ
て
最
も
親
し
み
易
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
お
り
、『
義
経
記
』

の
展
開
と
し
て
も
庶
民
と
の
関
わ
り
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
地
侍

や
村
民
を
典
型
的
な
庶
民
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
ら
が
「
義
経
の
物

語
」
を
受
容
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
で
『
義
経
記
』
の
本
質
が
「
室

町
ご
こ
ろ
」
を
呑
み
込
む
必
然
性
と
、
ま
た
他
方
享
受
の
要
因
と
し
て
の
「
室

町
ご
こ
ろ
」
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
貴
な
人
々
だ
け
で

は
な
い
幅
広
い
階
層
の
人
々
に
よ
る
「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
、『
義
経

記
』
に
描
か
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
明
る
さ
や
た
く
ま
し
さ
、
滑
稽
さ
は
密
接

な
繋
が
り
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



六

お
わ
り
に

『
看
聞
日
記
』
に
記
さ
れ
る
時
代
は
、『
義
経
記
』
だ
け
で
な
く
軍
記
物
語
全

体
に
と
っ
て
も
大
き
く
展
開
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
と
『
義
経
記
』

も
ま
た
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。『
看
聞
日
記
』
に
は
頻
繁
に
訪
れ
る
「
平

家
」
を
語
る
琵
琶
法
師
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
語
り
の
中
に
は
、
当
然

『
平
家
物
語
』
に
あ
る
よ
う
な
英
雄
義
経
の
姿
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
義
経
は
英
雄
と
し
て
活
躍
す
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
の
関
心

は
、
歴
史
上
で
華
々
し
く
活
躍
す
る
英
雄
義
経
か
ら
、
史
実
と
は
離
れ
た
失
意

の
時
期
の
義
経
へ
と
新
し
く
向
か
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
室
町
ご
こ
ろ
」

に
彩
ら
れ
た
『
義
経
記
』
の
世
界
は
、
失
意
の
時
代
を
語
り
な
が
ら
、
明
る
さ

を
失
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
『
義
経
記
』
の
独
自
性
が
あ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
徒
然
を
慰
め
灯
炉
や
風
流
松
拍
の
趣
向
と
な
る
「
義
経
の

物
語
」。
そ
れ
は
『
義
経
記
』
の
存
在
意
義
を
示
し
、
そ
の
本
質
へ
と
つ
な
が

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注

横
井
清
氏
『
看
聞
御
記
「
王
者
」
と
「
衆
庶
」
の
は
ざ
ま
に
て
』（
そ
し
え
て

一
九
七
九
）、
位
藤

生
氏
『
伏
見
宮
貞
成
の
文
学
』（
清
文
堂

一
九
九
一
）、
森

正
人
氏
編
『
伏
見
宮
文
化
圏
の
研
究
』（
平
成
一
〇

一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
【
基
盤
研
究

】
研
究
成
果
報
告
書

二
〇
〇
〇
｜
三
）、
伊
藤
慎
吾
氏
「『
看
聞

日
記
』
に
お
け
る
伝
聞
記
事
」（「
伝
承
文
学
研
究
」
五
〇

二
〇
〇
〇
｜
五
）

市
古
貞
次
氏
『
中
世
文
学
年
表
』（
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
八
）、
福
田
秀
一

氏
・
山
下
宏
明
氏
「
平
家
物
語
享
受
史
年
表
」（
高
木
市
之
助
氏
他
編
『
国
語
国
文

学
研
究
史
大
成

九

平
家
物
語
』
三
省
堂

一
九
五
九
﹇
後
に
増
補

一
九
七

七
〕）、
福
田
秀
一
氏
「
太
平
記
享
受
史
年
表

中
世
」（『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

戦
記
文
学
』
有
精
堂

一
九
七
四
）
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

梶
原
正
昭
氏
「『
平
家
物
語
』
と
芸
能
（
梶
原
正
昭
氏
編
『
あ
な
た
が
読
む
平
家

物
語

平
家
語
り

伝
統
と
形
態
』
有
精
堂

一
九
九
四
）、
鶴
巻
由
美
氏
「「
平

家
」
享
受
の
一
側
面
」（「
國
學
院
雑
誌
」
九
六
｜
六

一
九
九
五
｜
六
）、
渡
邊
昭

五
氏
「
看
聞
御
記
の
物
語
と
平
家
」（『
平
家
物
語
太
平
記
の
語
り
手
』〈
第
二
章

六
〈
み
づ
き
書
房

一
九
九
七
）、
櫻
井
陽
子
氏
「『
看
聞
日
記
』
に
見
ら
れ
る
平

家
享
受
」（
森
正
人
氏
編
『
伏
見
宮
文
化
圏
の
研
究
』
平
成
一
〇

一
一
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
【
基
盤
研
究

】
研
究
成
果
報
告
書

二
〇
〇
〇
｜
三
）、
加
美
宏

氏
「『
看
聞
御
記
』
｜
公
家
の
『
太
平
記
』
読
み
と
物
語
僧
」（『
太
平
記
享
受
史
論

考
』〈
第
二
章
第
三
節

桜
楓
社

一
九
八
八
）
な
ど
。

本
文
の
引
用
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊

看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別

記
』（
養
徳
社

一
九
七
二
）
に
よ
る
。
な
お
「
一
口
物
語
」
に
つ
い
て
は
、
石
塚

一
雄
氏
「
資
料
紹
介

後
崇
光
院
宸
筆

物
語
説
話
断
簡
に
つ
い
て
」（「
書
陵
部
紀

要
」
一
七

一
九
六
五
｜
一
〇
）、
同
「
資
料
紹
介

む
か
し
女
房
の
一
口
も
の
か

た
り
」（「
書
陵
部
紀
要
」
三
〇

一
九
七
九
｜
二
）
を
参
考
と
し
た
。

「
看
聞
日
記
紙
背
文
書

解
題
」（
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊

看
聞
日
記

紙
背
文
書
・
別
記
』
養
徳
社

一
九
七
二
）

岡
見
正
雄
氏
「
義
経
記

総
説
」（
岡
見
正
雄
氏
・
角
川
源
義
氏
編
『
鑑
賞
日
本

古
典
文
学

太
平
記
・
曽
我
物
語
・
義
経
記
』
小
学
館

一
九
八
六
）、
天
野
文
雄

氏
「
伝
記
的
世
界
へ
の
傾
斜
」（
北
川
忠
彦
氏
編
『
軍
記
物
の
系
譜
』
世
界
思
想
社

一
九
八
五
）

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

五
二



本
文
の
引
用
は
、『
看
聞
御
記
』（
続
群
書
類
従
本
）
に
よ
る
。
な
お
旧
字
体
は
新

字
体
に
改
め
た
。
以
下
、
同
じ
。

藤
井
隆
氏
「
武
蔵
坊
弁
慶
絵
巻

研
究
」（
藤
井
隆
氏
編
『
未
刊
御
伽
草
子
集
と

研
究

』
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会

一
九
五
七
）

本
文
の
引
用
は
、『
康
富
記
』（
史
料
大
成
本
）
に
よ
る
。

本
文
の
引
用
は
『
吾
妻
鏡
』（
国
史
大
系
本
）
に
よ
る
。

本
文
の
引
用
は
、『
愚
管
記
』（
続
史
料
大
成
本
）に
よ
る
。

岡
見
正
雄
氏
「
物
語
よ
り
記
へ
」（「
国
語
国
文
」
七
｜
一
二

一
九
三
八
｜
一

二
）『

公
卿
補
任
』（
国
史
大
系
本
）〈
第
五
四
巻

第
二
篇

に
よ
る
。

宮
島
新
一
氏
「
土
佐
光
信
と
土
佐
派
の
系
譜
」（「
日
本
の
美
術
」
二
四
七

一
九

八
六
｜
一
二
）。

注

に
同
じ
。
な
お
尾
形
仂
氏
・
井
川
昌
文
氏
（「
義
経
絵
巻
と
『
義
経
記
』」

〈「
文
学
」
三
七
｜
七

一
九
六
九
｜
七
）
は
、「
高
館
合
戦
絵
巻
」
と
『
考
古
画

譜
』、『
接
綱
御
記
（
綱
光
公
記
）』
の
「
義
経
絵
」
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
義
経
画

巻
」
模
本
の
そ
れ
ぞ
れ
を
近
似
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
る
。

黒
川
真
道
氏
編
『
黒
川
真
頼
全
集

第
二

訂
正
増
訂
考
古
画
譜

下
巻
』（
国

書
刊
行
会

一
九
一
〇
）

浅
野
長
武
氏
他
監
修
『
日
本
合
戦
絵
巻
』（
人
物
往
来
社

一
九
六
二
）。
所
載
の

奥
平
英
雄
氏
「
戦
記
絵
巻
に
つ
い
て
」
の
「
高
館
合
戦
絵
巻
」
の
項
に
は
「
弁
慶
、

義
経
主
従
の
壮
烈
な
最
期
を
描
い
て
い
る
。」
と
し
、「
筆
者
は
越
前
守
藤
原
行
光
、

詞
は
三
品
行
忠
卿
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
模
本
は
住
吉
内
記
が
島
津
家
所
蔵
本
を

模
し
た
も
の
を
天
保
二
年
狩
野
養
信
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。

谷
信
一
氏
「
藤
原
行
光
考

｜
土
佐
派
研
究
の
一
節
｜
」（「
美
術
研
究
」
八
七

〈
八
｜
三

一
九
三
九
｜
三
）

高
岸
輝
氏
「
初
期
土
佐
派
の
研
究
『
看
聞
日
記
』
所
載
の
藤
原
行
光
筆
「
泰
衡

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

五
三

征
伐
絵
」
を
め
ぐ
っ
て
」（「
鹿
島
美
術
研
究

年
報

第
一
六
号
別
冊
」
一
九
九

九
｜
一
一
）

木
原
弘
美
氏
「
絵
巻
の
行
き
来
に
見
る
室
町
時
代
の
公
家
社
会
」（「
佛
教
大
学
大

学
院
紀
要
」
二
三

一
九
九
五
｜
三
）。
ま
た
絵
巻
制
作
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
昌
利

氏
「「
看
聞
御
記
」
に
み
る
絵
巻
制
作
に
つ
い
て
」（
山
根
有
三
先
生
古
稀
記
念
会
編

『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

一
九
八
九
）
も
参
照
し
た
。

三
谷

明
氏
・
三
田
村
雅
子
氏
『
源
氏
物
語
絵
巻
の
謎
を
読
み
解
く
』（
角
川
書

店

一
九
九
七
）
の
三
田
村
氏
執
筆
部
第
四
章
よ
り
。

高
橋
伸
幸
氏
「『
平
家
物
語
』
の
「
語
り
」
と
「
読
み
」」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
」
五
三
｜
一
三

一
九
八
八
｜
一
二
）

櫻
井
陽
子
氏
「『
平
家
物
語
』
と
『
平
家
物
語
絵
巻
』」（
林
原
美
術
館
編
『
平
家

物
語
絵
巻
』
ク
レ
オ

一
九
九
四
）。
ま
た
注

櫻
井
氏
に
同
じ
。

本
文
の
引
用
は
、『
綱
光
公
記
』（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
本
）
に
よ
る
。
な
お

旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

注

石
塚
氏
「
資
料
紹
介

後
崇
光
院
宸
筆

物
語
説
話
断
簡
に
つ
い
て
」
と
同

じ
。
今
谷
明
氏
「
王
権
の
周
辺
」（
朝
日
新
聞
学
芸
部
編
『
中
世
の
光
景
』
朝
日
新

聞
社

一
九
九
四
）
等
を
参
考
と
し
た
。

注

今
谷
氏
に
同
じ
。

『
続
群
書
類
従

第
二
十
輯
上

合
戦
部
』
等
に
収
載
。『
群
書
解
題

第
四
巻
』

に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
期
の
成
立
か
と
す
る
。

藤
沢
毅
氏
「
翻
字
『
奥
州
征
伐
記
』（
一
）」

「
同
（
四
）」（「
広
島
文
教
女
子

大
学
紀
要
」
三
二

一
九
九
七
｜
一
二

三
五

二
○
○
○
｜
一
二
）、
同
「『
絵
本

平
泉
実
記
』
の
典
拠
」（「
文
教
国
文
学
」
三
八
・
三
九

一
九
九
八
｜
三
）、
久
米

晶
文
氏
「
幻
の
書
『
奥
州
征
伐
記
』
と
義
経
の
「
色
好
み
」」（「
専
修
人
文
論
集
」

六
五

一
九
九
九
｜
一
〇
）
等
を
参
考
と
し
た
。

川
合
康
氏
（『
源
平
合
戦
の
虚
像
を
剥
ぐ
』
講
談
社

一
九
九
六
）
は
、
奥
州
合



戦
が
内
乱
の
政
治
的
な
総
括
と
し
て
、
頼
義
の
正
統
な
後
継
者
と
し
て
の
頼
朝
に
よ

る
前
九
年
合
戦
の
再
現
で
あ
り
、「
源
氏
将
軍
」
と
い
う
「
神
話
」
の
起
点
で
あ
っ

た
と
述
べ
ら
れ
る
。

岡
見
正
雄
氏
「
解
説
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系

義
経
記
』
岩
波
書
店

一
九
五

九
）木

内
一
夫
氏
「
看
聞
御
記
に
見
え
た
る
松
拍

｜
そ
の
様
態
と
当
代
猿
楽
｜
」

（「
國
學
院
雑
誌
」
七
二
｜
五

一
九
七
一
｜
五
）、
市
野
千
鶴
子
氏
「
伏
見
御
所
周

辺
の
生
活
文
化

｜
看
聞
日
記
に
み
る
｜
」（「
書
陵
部
紀
要
」
三
三

一
九
八
二
｜

二
）梶

原
正
昭
氏
「
解
説
」（
梶
原
正
昭
氏
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集

義
経

記
』
小
学
館

一
九
七
一
）

木
内
一
夫
氏
「
看
聞
御
記
に
見
え
た
る
地
蔵
詣
・
念
仏
躍
と
風
流
」（「
國
學
院
雑

誌
」
七
六
｜
五

一
九
七
五
｜
五
）

注

に
同
じ
。

岡
見
正
雄
氏
「
室
町
ご
こ
ろ
」（「
国
語
国
文
」
二
一
｜
一
一

一
九
五
一
｜
一

一
）〈『
室
町
文
学
の
世
界
』（
第
一
章
第
一
節
）（
岩
波
書
店

一
九
九
六
）
所
収

注

岡
見
氏
に
同
じ
。

注

に
同
じ
。

横
井
氏
（
注

横
井
氏
に
同
じ
。）
は
貞
成
親
王
に
つ
い
て
、
都
鄙
の
衆
庶
の
生

活
と
心
情
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
京
中
に
入
っ
て
も
伏
見
が
心
の
故
郷
で
あ
っ
た
の

で
は
と
述
べ
ら
れ
る
。

注

に
同
じ
。

付
記本

稿
は
日
本
文
学
協
会
第
二
十
回
研
究
発
表
会
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
日
・
於
大
阪

成
蹊
女
子
短
期
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
新
た
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
席
上
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
閲
覧
・

複
写
等
の
便
宜
を
賜
り
ま
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

五
四



「
義
経
の
物
語
」
の
受
容
と
『
義
経
記
』

五
五
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